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　政府は、２００６年１１月の月例経済報告で基調判断を下方
修正しつつも、２００２年２月に始まった今の景気拡大が、
１９６５年から７０年まで５７ヶ月間続いた「いざなぎ景気」を
抜いて、戦後最長になったと判断、報告しました。
　しかし、この好景気は、米中の好調な経済や企業の積
極的なリストラ策がその背景にあることは明らかであ
り、実質経済成長率を見ても、いざなぎ景気期間が年平
均１１．５％だったのに対し、今回の景気では２．４％にとど
まるなど、経済の伸びの勢いが極めて鈍く、国民の多く
は景気回復を実感するまでには至っていません。くわえ
て、賃金水準の切り下げや正規雇用からパートや契約社
員への置き換えが進んだことで労働配分率は下降線をた
どり、多くの国民の暮らしはギリギリのところにありま
す。政府の月例経済報告が基調判断を下方修正したのも、
個人消費関連指標が弱いことに依拠しているものと思わ
れます。
　また、大企業と中小・零細企業、都市と地方、業界別
に目を転じても、景気回復は一部の大企業（特に製造業）、
そして大都市に偏り、中小・零細企業（特にサービス業）
や地方には及んでおらず、社会格差の拡大も指摘される
など、経済全体の健全な体質改善が進んだとは言えない
現状にあります。
　今年度、日本商工会議所青年部（以下日本ＹＥＧ）は、
『地域が創る日本の未来、故郷の新しい風ＹＥＧ』をス
ローガンに掲げ、会長所信では、「日本経済の根幹を支え、
企業を育み、不安のない生活や教育を提供し、将来を担
う若者を育てるのも、“地域” というコミュニティの大
切な役割であり、地域経済を支える中小企業の役割であ
る。地域が地域としてしっかり経営されてこそ、故郷が

ある日本こそ、本当に愛すべきこの国の姿であると考え
る」として活動を展開してまいりました。また、このス
ローガンと所信は、山口会頭から日本ＹＥＧに寄せられ
た「健全な日本の発展は、元気な中小企業によって支え
られる」とのメッセージとも合致するものであると確信
いたします。
　前掲を踏まえ、日本ＹＥＧは、地域の声を活動に反映
させるべく春のブロック会長会議並びに秋のブロック大
会開催に併せ、全国４００単位商工会議所青年部会長との
意見交換の場を設けました。この中で、多くの中小・零
細企業が抱える課題として①中小企業の事業承継（相続）
制度②金融の円滑化および信用保証制度－などの改善に
向けた実効性ある取り組みを期待する声が数多く寄せら
れました。これを受け、日本ＹＥＧでは、学識経験者・
国会議員・専門コンサルティング会社・所轄官庁・日商
担当部署との勉強会や意見交換会を重ねながら、当該制
度に関する調査・研究を進め、以下の提言を提出さてい
ただくに至りました。
　つきましては、日本商工会議所におかれましては、当
該問題に関する積極的な調査・検討・精査を実践してい
ただき、政府並びに関係機関へ建議・陳情していただき
ますようお願い致します。
　以下、日本ＹＥＧとしての提言を記載いたします。

提　言　１
■相続税の非課税
　中小企業（非上場）の後継者が事業を承継する場合、
相続した自社株式に対する相続税を、非課税（売却した
場合を除く）としていただくようお願いいたします。
　国内の中小・零細企業は、企業数で全体の９割以上、
雇用では約７割を占め、日本経済の礎であることは言う
までもありません。また、優れた技能・技術を有する中小・
零細企業も多く、日本経済が継続的発展を持続するため
には、中小・零細企業が健全に発展していくための環境
整備が欠くべからざるファクターであると言えます。
　そのような視点に立脚するとき、多くの中小・零細企
業の存続を圧迫する事業承継制度の見直しは喫緊の課題
と言えます。
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　平成１７年１０月、中小企業庁は「事業承継協議会」を設
立し、中小企業の事業承継円滑化に向けた総合的な検討
を行い、平成１８年６月には、中小企業の円滑な事業承継
のための手引きである「事業承継ガイドライン」を策定・
公表されたことは記憶に新しいところです。また、自由
民主党経済産業部会中小企業調査会でも中小企業に関す
る緊急決議のなかで「事業継承を円滑化するために中小
企業関係税制の充実・強化を図ること」を決議しました。
　日本ＹＥＧとしては、こうした国や政界の動きにも呼
応しつつ、もう一段踏み込んだ現行制度の改善を強く望
む立場から、日本商工会議所が標記の提言を積極的に推
進していただくことを提言いたします。
	

提　言　２
■第三者個人連帯保証の原則撤廃
　中小企業が金融機関から融資を受ける際の「第三者個
人連帯保証」の原則撤廃をはじめ、中小企業金融の円滑
化および信用補完制度全般の見直しと改善をしていただ
くようお願いいたします。
　安倍首相は、所信表明の中で、内閣の重要課題として
総合的な「再チャレンジ支援策」の推進を表明しました。
しかし、今の日本に目を転じると、欧米諸国に比べ挑戦
する人に厳しい社会構造になっています。とりわけ、経
済分野の諸制度も、「経営に失敗しないことが善で、失

敗は悪である」との概念によって組み立てられたものが
多く、失敗を経験として評価される欧米とでは大きな開
きがあります。
　このことを端的に示す制度として不動産担保や保証人
に依存した融資制度、とりわけ第三者個人連帯保証があ
ります。現行制度には、債務による自殺者の数が年間で
約８，０００人、これに支払われる保険金が約２兆円に及ぶ
など、広義で悲劇的な社会現象を生む最大の根源といっ
た問題も内包しています。また、一方で「連帯保証制度
は金融機関の能力を低下させ、経営監視のインセンティ
ブを弱めるため長期的に倒産・自己破産を招きやすい体
質を温存する」（瀬尾佳美青山学院大学助教授）と指摘
する声もあります。
　平成１８年度に、中小企業庁から全国の保証協会に対し
「第三者連帯保証」の原則撤廃の指示がなされるなど新
たな動きも出ていますが、日本ＹＥＧとしては、前掲の
ような悲劇が繰り返されないためにも、土地担保至上主
義とならぶ日本の金融の害悪ともいえる第三者個人保証
を原則撤廃し、その上で、中小企業金融の円滑化に支障
が出ず、かつ再チャレンジ・やり直しできる文化を醸成
できるような新たな中小企業金融の信用補完制度制定・
システム構築に向けて、日本商工会議所が関係機関と調
査・精査・検討し、国・行政等に提言・提案していただ
くよう強く要望するものであります。

【解　説】
　地域創造・支援特別委員会では春と秋の会長会議にお
ける会長ディスカッションを担当させていただき、全国
の会長様からたいへん多くの貴重なご意見やご要望、事
例紹介などを頂戴いたしました。その多くのご要望の中
に以下のご意見がございました。
◦中小零細企業経営者からすると、なんといっても「事
業承継問題」が大きいと思う。社会保障や年金問題も
日本ＹＥＧで取り上げて、よりよい形で政策提言して
ほしい。
◦我々中小零細企業経営者が金融機関からお金を借りる
ときに、第三者の個人連帯保証人を求められる場合が
現在も多くある。制度的にも、人道的にも多くの疑問
を持っている。現に多くの悲劇も生まれている。ぜひ
この問題を日本ＹＥＧとして取り上げ、撤廃に向けて
の取り組みを行っていただきたい。
　これらのご要望を受けて当委員会では、「事業承継問
題」と「第三者個人連帯保証問題」の２点を問題解決に

向けて取り組む課題とし、学識経験者・国会議員・専門
コンサルティング会社・所轄官庁・日商担当部署との勉
強会や意見交換会を重ね当該制度に関する調査・研究を
進め、提言書を作成しました。
　平成１９年３月１５日、日本商工会議所山口信夫会頭へ、
日本商工会議所青年部國枝恭二会長より「政策提言文」
を手渡し、日本商工会議所において、当該問題に関する
積極的な調査・検討・精査を実践していただき、政府並
びに関係機関へ建議・陳情していただくようお願い致し
ました。
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　平成１８年度は地域で頑張るＹＥＧの役に立つ日本ＹＥ
Ｇでありたいと願い活動してまいりましたが、過日行
われました翔生塾、３月最終役員会の開催をもちまして
すべて終了いたしました。春の会長会議に始まり秋のブ
ロック大会、１１月には全国大会大分大会、そして２月の
いしかわ加賀会議と行く先々で皆様に歓迎していただき
楽しい、そして価値ある時間を共有させていただきまし
たことに心より感謝と御礼を申し上げます。そのほかに
も多くの街にうかがい、地域の豊かな個性を楽しみ、お
いしいものを食べ、杯を交しながら皆様と地域、そして
ＹＥＧの未来を語り明かした記憶は私の人生の大切な宝
物になりました。また、会長が行くと現地の皆さんが対
応に大変な思いをするんだなということにもいまさらな
がら気づきました（笑）。関係者の皆様、どうもすいま
せん、そしてありがとうございました。今年は優秀で素
晴らしいスタッフに囲まれ大変気楽に多くの事業にチャ

レンジさせていただき、私自身多くの学びと気づきがあ
りましたがその中でもとりわけ地域で商工会議所が果た
すべき役割の重要性と地域の側から出来ているＹＥＧと
いう組織が秘める素晴らしいポテンシャルや可能性に気
づきました。地域の未来はそこに住む者が創るしかあり
ません。そしてそれは商工会議所の役目でありますしＹ
ＥＧの仕事でもあります。皆様がそれぞれの地域に元気
な、そして心地よい故郷の新しい風を起こす日を心より
楽しみにしております。１年半の間、本当におせわにな
りました。ありがとうございます。

会 　 長

國枝　恭二

　東・西地区担当の存在感のある２人の副会長にはさま
れ、影の薄い中地区担当副会長でしたが、一年間ありが
とうございました。
　國枝会長のもと、「地域のため」を意識して、さまざ
まな方と語り合うことも出来ました。そして私自身、多
くのことを学ぶこともできました。
　ビジネスプランコンテストにおいては、前回応募、受
講した私から見ても、研修内容はさらにブラッシュアッ
プされており、研修中に応募された方々それぞれの頭の
中で、事業が整理されていき、自分が進むべき道が見え
てくることが、傍から見ているととても感じられました。
　研修直後、「参加してよかった」との声をいただきま
したが、さらにその後参加された方々とお会いして、事
業化を進められた話を聞いたりしたことが、特にこの事
業のすばらしさを実感する瞬間でした。
　ＹＥＧ大賞においては、全国各地で行われているＹＥ

Ｇ活動にふれることができ、ＹＥＧのすばらしさを再
認識しました。全国会長研修会においてその集大成を全
国各地の会長たちに見てもらえたことも価値があったと
思います。また、他の委員会と加賀ＹＥＧと一緒に、す
ばらしい会長研修会を開催できた一助にもなった事業で
あったと思います。
　今年の研修委員会は、私が研修委員長を務めた平成１６
年度に比べ、担当する事業数も多く、大変な一年だった
と思います。会議のスケジュール上、私はあまり委員会
に参加できなくて残念でした。北出委員長をはじめとす
る研修委員会の皆さん、たいへんお疲れさまでした。

副 会 長

池戸　一成

１年を振り返って

　この１年、予定者段階から含めると１年半になります
が、この間の活動を振り返ると、その職責を果たせなかっ
たという思いばかりが募っております。特に、担当の“地
域創造・支援特別委員会” の皆様には大変なご苦労をお
かけしたなと反省するばかりであります。当初計画には
なかった「全国会長研修会」の研修内容担当になること
について、全員一丸となって取り組んでいただき、そし
て結果を出していただいたことに対しましては、本当に
頭の下がる思いであり、ただただ御礼申し上げるしかあ
りません。更には、昨年の全国大会前に体調を崩し担当
副会長としての役割を、全く果たせなくなったにもかか
わらず、國枝会長、鳥澤専務理事をはじめ執行部構成者
の皆様からのご指導のもと、西村委員長を中心に何ら問
題なく事業進捗がなされていることに、改めて委員各位

の資質の高さとその行動力に対しまして敬意を表すると
共に御礼と感謝を述べさせていだだきます。本当に有難
うございました。
　最後に申し上げます。平成１８年度國枝会長のもと全国
の会員諸兄と同じ時空を共有し活動できたことは大き
な誇りであります。会員各位と共有したＹＥＧへの熱い
想いを、来年・再来年、そして未来へと繋げていってい
ただけることを心よりお願い申しあげまして、“感謝！”
のご挨拶にさせていただきます。有り難うございました。

副 会 長

鈴木　順三
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　２月の加賀会長研修会が終了し、いよいよ平成１８年度
も終わりが近づいたなとしみじみ感じます。副会長の要
請があった約１年半前、『國ちゃん、副会長自分で本当
に良いがかえ？ちゃんとした人にしいや。』と國枝会長
に問い詰めた事が昨日のように思い出されます。迷惑を
掛けることも無く１年間無事に終えることができ、自分
自身本当にうれしく思っております。
　さて、担当のＹＥＧ改革推進会議では、若手官僚と議
論する場が頻繁にあり、昼間の会議から夜中までの懇
親会で、日本の将来について真剣に意見をぶつけ合って
きました。国の考え方、若手官僚の純粋な日本を愛する
気持ちを十分理解でき、自分達と同じベクトルで進んで
いる事をひしひしと感じ、政治や官庁が今までより身近
に感じられるようになったことは大きな収穫となりまし
た。
　九州、四国、中国ブロックの春の会長会議とブロック
大会には西地区担当副会長として参加してきました。各

ブロックとも素晴らしい大会で、各単会の心意気を感じ
ました。
　本年度、ＹＥＧは本当に素晴らしいということを再認
識しました。組織として話を聞いてくれる認知された団
体であること。また、各地域にネットワークがあり、そ
こにはコミュニティーがあること。パワーがあること。
若者が各分野で活躍できる土台があること。本当に恵ま
れた環境だと思います。自分は卒業しますが、ＹＥＧが
より一層発展し活躍される事を心より願っております。
　最後になりますが、今年１年皆様のご協力本当に有難
うございました。また、色々な出会いと経験をありがと
うございました。心より感謝いたします。

副 会 長

味本　　隆

　平成１８年度専務理事として活動をしてきましたが、皆
様のお陰をもちまして何とか一年間乗り切ることが出来
ました。予定者から含めると実質的には一年半の歳月で
したが、人生で最も忙しく、最も充実した年になりまし
た。本当に皆様には感謝と御礼の言葉しか出てきません。
　私自身は日本ＹＥＧに出向して７年になりますが、日
本ＹＥＧのスタンスが徐々に変わってきたような気がし
ます。連携と研修研鑽をする組織から、地域の声を集め
るシンクタンクとしての意味が強くなってきたと思いま
す。近年、利用価値の高い日本ＹＥＧという言葉が叫ば
れてきておりましたが、まさしく今年はそれを実現する
一歩となった年であります。地域の声を集め、さらに一
歩先へ進む、つまりは国や行政に対しての提言活動を行
ないました。また、そのための国や行政への窓口として
のパイプ作りを推し進めました。
　それと同時に、自分たちが商工会議所の一員として何

が出来るのかを全国に問いかける年でもありました。地
域の中で本当に必要とされる為には？何が必要か？そん
な理想を掲げるＹＥＧが商工会議所の中で発言できる場
所を増やす為に、各地商工会議所における常議員会への
ＹＥＧ代表の出席を日商山口会頭から全国の商工会議所
に発信して頂くと同時に、大分宣言として私たちも推進
していくことを決意しました。
　そんな変革の年であった平成１８年度に、専務理事とし
て皆さんと接したことを今後のＹＥＧ活動に活かす事を
これからの使命として邁進を続けます。
　一年間ありがとうございました。

専務理事

鳥澤加津志

　この一年を振り返ってみて一番感じるのは、時が過ぎる
のが非常に早かったことです。春の会長会議、秋のブロッ
ク大会、全国大会、全国会長研修会と日本を約２周まわ
らせていただきましたが、あっという間の一年でした。
　副会長と言う大役を仰せつかり、企画委員会を担当さ
せていただきましたが、企画委員会の皆さんには、何も
お役に立てることなく一年が過ぎてしまったように思い
反省しております。平成２１年度から年間サイクルの変更
に伴い、企画委員会の役割は非常に大きく、開催の手引
書並びに開催要項の見直しも切羽詰った状況でしたが、
伊藤委員長を中心とする委員の皆さんは、そんな大仕事
も難なくこなし、常に前向きに笑顔で活動している姿が
印象的でした。

　私事で恐縮ですが、一昨年登別で開催された全国会長
研修会の総会で、会長候補者のご承認を頂き、平成１８年
度は國枝会長にべったりスケジュールを共にさせていた
だき、会長としての行動、発言を勉強させていただきま
した。いよいよ１９年度、日本ＹＥＧ会長という大役を正
式にスタートさせていただきます。１８年度の皆様をはじ
め、各単位ＹＥＧの皆様にも、１８年度と変わらぬご指導
ご鞭撻、ご協力を宜しくお願い申し上げます。

副 会 長

原田　隆司
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大分宣言

　我々商工会議所青年部は、商工会議所の組織基盤を強化し、商工業の改善発展に寄与するために、平成１３年
₅月２４日、“商工会議所青年部を会員とする全国商工会議所青年部連合会を置く”として、全国商工会議所女性
会連合会とともに日本商工会議所定款に明記され、その組織が日本商工会議所の一部として正式に認証されま
した。
　また、本年₉月２０日開催の日本商工会議所第５５４回常議員会・第１９７回議員総会において、商工会議所の運営
基盤の一層の強化と全国商工会議所の連携強化を図る観点から、①青年部および女性会未設置商工会議所にお
ける青年部および女性会の設置、②日本ＹＥＧおよび全商女性連への加入、③定款への位置づけ、④代表者の
常議員会への出席について、推進することが決議されました。
　それを受け、我々としても商工会議所活動の重要な役割を担うべく、各単会の定款に青年部を明記・位置づ
けしていただくと共に、常議員会に青年部会長が出席し、意見を述べることができるよう各単会議所にお願い
していくことを、我々の運動の中心の一つとします。

♦大分大会紹介♦
　　

　◦前泊者懇親会◦

　全国大会大分大会「Love　&　Earth 〜ＹＥＧの恵みと大地の恵み〜」前泊者懇親会の幕開けです。場内はダ
ウンライトに。まずは別府一流の流しコンビ、八チャンぶんチャンの登場で場内は盛り上がりました。ギター
を弾いていたぶんチャンはテレビに出るほどで、あの明石家さんまさんとも競演をした有名人とのこと。つづ
いて津村九州ブロック代表理事の開会挨拶。今までの想いが込められた感謝の挨拶でした。そして我らがミス
ター、日本ＹＥＧ國枝会長の挨拶です。明日からの大分大会に向けた意気込みが伝わり皆気持ちが一つになっ
たのでは？更に、全国大会・大分大会の工藤大会長挨拶では、歓迎と登録３, ６００名の御礼、そして大会に向け
た力強い努力の挨拶でした。
　乾杯の発声は、西地区味本副会長の音頭により盛大におこなわれました。
　翌日から始まる大会の良いスタートになりました！

　広報委員会　茨城県　日立ＹＥＧ　　小野崎 久 雅　

————————————「宣　言　文」————————————

 我々は、日本商工会議所青年部に所属する４００単位会議所定款に青年部が
明記・位置づけされること、また各単位会議所常議員会に青年部代表者が常議
員会構成者として出席して意見を述べることができるよう、各単位会議所にお
願いし、それをゆるぎなく推進していくことをここに宣言いたします。

平成１８年１１月１１日
　第 26 回　全国大会大分大会

―　１１月₉日　―



　◦分　科　会◦

　広報委員会からは、第ニ分科会と第四分科会の取材にいきました。

◦第ニ分科会「国際交流と温泉ツーリズム」別府市湯布院

　大会市から湯布院までバスで移動。湯布院着後参加者は各々に昼食、
散策を楽しみました。
　湯布院散策には少し時間が足りないような感じがありましたが、参
加者それぞれお目当てのスポットは巡る事が出来たと思います。
　金鱗湖〜湯の坪街道（お土産店等）〜駅前通を歩くと、観光客向け
の湯の坪街道と地元商店街の駅前通りの散策は、商店街活性化に視点をおいてみると勉強になりました。捉え
方は人それぞれでしょうが、物品売買の場としてだけではなく散策の楽しみを味わう事の出来る商店街でした。
　商店街の活性化というと当事者（商店街関係者）の経済的事情に重点を置いてしまいますが、「人を楽しませ
る」という事が置き去りになりがちです。それを見直す機会だったと今回の湯布院散策分科会で感じました。

　広報委員会　岐阜県　関ＹＥＧ　野 田 雅 之　

◦第四分科会　佐賀関〜海部（あまべ）の里コース〜

　佐賀関ＹＥＧの会長と現役漁師のメンバーの案内の下、今や日本で
知らない人がいないほど有名な「関さば」「関あじ」のふる里での分科会
が開催されました。ここでは、豊後水道「速吸の瀬戸」付近で生まれ、
佐賀関沖の瀬に住み着く日本でも数少ない「瀬付き魚」を、餌は疑似
餌かゴカイといった伝統を守るこだわりと、昔ながらの一本釣り漁法
を駆使して、その味・ブランドを確立しているとのことでした。そんな説明を車中や漁協で伺い、待ちに待っ
た昼食。さすがは漁港です！「関あじ」「関さば」が、其々の皿に盛り付けられ、分厚く切り分けられた「関あじ」
は歯ごたえ抜群！他では味わえない食感を堪能いたしました。「関あじ」も旬ではないとのことでしたが、甘み
があり大変おいしく、参加者は大満足でした。

　広報委員会　埼玉県　上尾ＹＥＧ　原 田 嘉 明　
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　◦表 敬 訪 問◦

　國枝会長、工藤大会会長、原田
副会長、鳥澤専務理事、戸田顧問
と広報委員長で別府市役所で浜田博市長、大分市役所で釘宮磐市長、大分県庁で広瀬勝貞知事、大分商工会議
所で安藤昭三会頭に表敬訪問しました。途中で九州一周駅伝の渋滞に巻き込まれるハプニングも発生しました
が無事訪問することができました。
　各表敬訪問では温かい歓迎のお言葉と全国の商工会議所青年部への激励と期待のメッセージ、大分の自慢話
に花が咲きました。参加者一同は、ＹＥＧへの期待の高さに対して、喜びと緊張を胸にして表敬訪問地をあと
にしました。

　広報委員会委員長　島根県　松江ＹＥＧ　大 谷 辰 夫　

―　１１月１０日　―
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◦第四分科会　津久見市
　〜日本一のセメントの町つくみとマグロ三昧コース〜

　大分市から高速バスで約１時間かけて津久見市に着きました。バス
の中で、津久見ＹＥＧメンバーによる聞きやすくて流暢なおしゃべり
の案内のお陰で楽しい移動時間となりました。
　向かったのは津久見の漁港でした。カスガ水産様のマグロ加工工場
の見学をして後、完全に凍ったマグロとともに−６０℃の白銀の世界を体験しました。寒すぎです！そして刺
身となべを堪能し、バスにて石灰石鉱山に到着。ここで使われる約１億２,０００万円のとてもでかいダンプと約
１億３,０００万円のバケットを見学してびっくり！そのスケールの大きさに６００ｍの山が削られて２００ｍの高さに
なったのもうなずけました。メンテナンスは１０年で１億円もかかるそうです。下山するとすでに時間が過ぎて
いて、太平洋セメントはバスで工場をグルグル見学することになりました。鉱山であまりの大きさに見とれす
ぎたために予定時間オーバーの分科会となりました。

　広報委員会　愛知県　岡崎ＹＥＧ　河 合 秀 明　

　◦経営革新講演会◦

　大分文化会館において「経営革新講演会」が
行われました。講師はＮＲＩ野村総合研究所上
級コンサルタントの清澤正（きよさわただし）
氏。「ファミリービジネスとリーダーシップ」の
演題で始まった講演は、私たちＹＥＧメンバー
の立場を十分に配慮した上で、時代の要求、潮
流に見事適応した内容であったと思われます。
　ここ１０年強に亘り世界的にファミリービジネス企業に於ける価値経営の「秘めたる強さ」は注目を集め、日
本においてもファミリー（即ち創業者や創業精神）への求心力をもつ企業の強みが見直され始めています。ファ
ミリービジネスの根底に流れる創業者精神を、強いリーダーシップをもってファミリー全体で力を集結させ継
承してゆく事こそ真のファミリービジネスの創生につながると感じました。
　分科会と時間が重なり、会場が満席にならなかったことは残念でしたが、清澤正先生のお話はわかり易く、
熱のこもった語り口で今後の経営に役立つ有意義な講演会でした。

　広報委員会副委員長　静岡県　富士ＹＥＧ　吉 川 隆 裕　

　◦故郷の新しい風フォーラム◦

　日本ＹＥＧ₂万₆千人研修会「故郷の新しい風フォーラム」は
大分大会最大の企画となりました。
　動員計画も２‚ ０００人と、ＹＥＧ改革推進会議企画の意気込みが
感じられる研修でした。日本をになう若手官僚と日本ＹＥＧ役員
の本気の、本音の交流を見させていただきました。参加人数もＹ
ＥＧ改革推進会議の努力、またＹＥＧの役員はじめ、九州ブロックの協力で約１‚ ２００人の参加となりました。
　ＹＥＧ改革推進会議後藤議長の談によると「私たちＹＥＧにはエネルギーがあります。このエネルギーを地
域経済の活性化に正しく使っていくためには、時代の先を見据える目と思考を持たなければならないと考えて
います。そしてそのためにはＹＥＧ以外の人との連携強化が不可欠であり、今回の『故郷の新しい風フォーラム』
がその１つのきっかけになってくれたら幸いです。」とのことでした。今回の研修は終わりではなく、２月の会
長研修会にも新たな企画が期待される素晴らしい研修でした。

　広報委員会　沖縄県　浦添ＹＥＧ　東 江 晴 都　
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　◦ＹＥＧビジネスプランコンテスト◦

　今年も昨年に負けない事業が多数紹介されました。どれも遜色のない魅力あふれる事業でした。「ＹＥＧビジ
ネスプランコンテスト」は、ＹＥＧ会員事業の中にあるすばらしい技術・ノウハウを会員各位に紹介し、また
刺激し合うことで、日本ＹＥＧを活用した事業の更なる発展に繋がります。
　研修委員会を中心に、事業の告知・研修・発表までと大変な作業を参加者のフォローもしながらここまで進
めて頂き頭が下がります。なにより終了後のプランの参加者・研修委員会メンバーの顔をみるとだれもが満足
した笑顔で本当にすばらしい事業でした。

☆グランプリ
　埼玉県　草加ＹＥＧ　小林　和好
　「中小零細企業の異業種連携による中国進出
　　　　　　　　〜集え！輝け！小さき星たち〜」
☆準グランプリ
　静岡県　浜松ＹＥＧ　杉野　降三
　「【あんしん】【快適】マンションリフォーム企画（仮称）」
☆準グランプリ
　茨城県　水戸ＹＥＧ　岩下　由加里
　「古民家風家屋を活用した元気になる・要介護度改善のための介護サービス事業」

広報委員会　福井県　鯖江ＹＥＧ　園   昇 　

　◦第４７回通常総会◦

　全国から３２７名（出席：１９４名、委任状出席：１３３名）の議決権者と多数
のオブザーバが集まり会場に入れない状況になり、日本ＹＥＧに対する熱
い思いを感じる総会となった。
　原田副会長の開会宣言に始まり、國枝会長が議長で審議・報告が進行さ
れ、平成１７年度事業報告、１８年度の各ブロック・委員会報告が各代表によ
る報告、平成１９／２０年度の全国大会・会長研修会・平成１９年度のブロック大会等の開催地・開催日が発表された。
　審議事項では、平成１９年度会長予定者に、愛知県連豊田ＹＥＧの原田隆司君が選出され、同時に次年度役員・
監事合計６５名が指名され、満場一致で承認された。

　広報委員会　岡山県　岡山ＹＥＧ　森   徹 　 　

　◦大 懇 親 会◦

　大分城跡公園に巨大仮設テントを設置して大懇親会が行われました。
会場には各ブロック大会の垂れ幕も掲げられました。
　オープニングセレモニーでは、工藤哲弘大会会長、日本ＹＥＧ國枝
会長の主催者挨拶と大分県知事広瀬勝貞様と大分市長釘宮磐様の来賓
の挨拶と続き、大分市議会議長長田みちお様の乾杯で祝宴がはじまり
ました。
　懇親会が盛り上がったころに加賀会長研修会と来年度千葉大会キャラバン隊が登場！千葉県連のキャラバン
はサンバのコスチュームで登場。かなり刺激的でした。又、各ブロック大会の報告並びにプレゼント抽選会が
ありました。北海道ブロックのプレゼントのかにが地元帯広に当たってしまうハプニングもありました。
　最後に次年度原田会長予定者の万歳三唱で幕を閉じました。

　広報委員会　秋田横手ＹＥＧ　高 橋 まゆみ　　
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　◦お 出 迎 え◦

　記念式典の開始前に大分県連の皆様、日本ＹＥＧ役員、次年度全国
大会開催地の千葉県連の総勢２００名とミス別府の₂名で全国３‚ ６００人の
ＹＥＧメンバーのお出迎えしました。
　全国のメンバーは会場の看板の前で記念写真を取って全国大会参加

の気持ちを高ぶらせていました。

　広報委員会委員長　島根県　松江ＹＥＧ　大 谷 辰 夫　

　

　◦第２６回全国大会『大分大会』記念式典◦

　記念式典では、地元松永新体操クラブの新体操の演技披露と日本文理大学ブレーブスによるチアリーディン
グで景気よく開会し、全国大会大分大会実行委員長甲斐信孝君の開会宣言で始まりました。
　冒頭、國枝恭二会長より、「ＹＥＧメンバーがここ大分に集結し、出会いと交流そして研鑽を図ることが、未
来への大きな力となることを願っている」など挨拶がありました。
　また、日本商工会議所山口信夫会頭からは、「創意と工夫をこなし、まちづくりに貢献できるよう期待してい
る」などご挨拶をいただき、九州経済産業局局長川口修様・大分県知事広瀬勝貞様・大分市長釘宮磐様・別府
市長浜田博様からもご祝辞をいただきました。
　その後、平成１９年度日本ＹＥＧ会長予定者原田隆司君の紹介、大分宣言が採択され、全国大会実行委員会筆
頭副会長の鎗丸明晃君の閉会宣言で閉会となりました。

広報委員会副委員長　岡山県　西大寺ＹＥＧ　根木 克己　

　◦記 念 講 演◦

　講　師　　丸紅株式会社　
　　　　　　　取締役会長　　辻   亨　氏
　　　　　　　　　　　　　（大分県竹田市出身）

　
　講　師　　日本生命保険相互会社　　　　　　　　　　　　　　

　代表取締役会長　宇野 郁夫氏　　　　　　　　　
（大分県日田市出身）　　　　　　　　　

　別府ビーコンプラザにおいて、辻様との宇野様をお招きして「大分出身の両氏が語る日本の未来」「総合商社
から見た経済の現状と身通し」をテーマに対談形式の講演となりました。
　まず辻様から経済現状をパワーポイントで数字にてご説明いただきました。いかに現在の日本の景気動向が
世界的に見ると緩やかであるかに気づかされ、日本の先行きに内心不安を感じました。中小製造業のアジアの
現地法人数は数年前から中国とＡＳＥＡＮ４に集中して増加しています。アジアの動きから先をよく読むこと

―　１１月１０日　―
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が中小企業がこれからを生き抜く鍵になるといいます。
　宇野様は、「会社の強さは形態ではなく、人である。」と説かれました。どちらもごもっとながら我々に足ら
ないものではないでしょうか？「凡事徹底」ということでしょうか。宇野様の会社は株式ではなく相互会社で
すが、これは買収等にあわないための対策だそうです。ヨーロッパでは、買収や合併によって株式に変えた数
百社の中で残ったのは３、４社だったそうです。日本生命保険相互会社はその中で相互会社であったため現在
このような形にまでなった、まさに形態ではなく人であったからではないでしょうか。
　以前、松下幸之助氏の本を読んだことがありますが、そのことを思い出しながら、宇野様のお話を聞かせて
いただきました。前ばかり見てつっぱしていたあのころの初心を忘れることなくこれからもがんばっていきた
いとがんがえさせられる講演でした。

　広報委員会　愛知県　岡崎ＹＥＧ　河 合 秀 明　

　◦解　団　式◦

　記念式典と記念講演が終了し、全国大会大分大会の解団式が行われま
した。まず、國枝会長から主管地である大分県連へ、工藤大会長から協
力していただいた皆様に、そして最後に甲斐実行委員長と大分県連のメ
ンバーから参加していただいた全員に涙のお礼の挨拶があり、大分大会
が終了しました。

広報委員会担当専務理事　埼玉県　上尾ＹＥＧ　鳥 澤 加津志　

　◦主管地への御礼挨拶◦

　全行程が終了。
　会場出入り口に集合した主管地大分県連のメンバーと日本ＹＥＧメン
バー。國枝会長より、お礼の挨拶。そして、甲斐実行委員長と工藤大会
会長からも、皆様への挨拶が交わされた。
　　　　『ありがとうございました！感謝です！』
　大分県連を中心に一丸となって開催されるまでの苦労が走馬灯のように目の前を駆け巡る。甲斐実行委員長
の感極まっての震える声。ビーコンブラザの高い天井を見つめたまま、一線の男の涙を流した工藤大会会長。
その思いを心で受け取った皆の歓喜の涙。ＹＥＧスピリッツ・・・この空気を感じた会員は、きっとそれぞれ
の地域で何かをやらなければならないという使命感を抱いたに違いない。

　ＹＥＧは地域でリーダーシップをとっていかなければならないだけの責任がある。その責任を行動する事に
より表し、自企業の発展と共に成長させねばならないと強く思った。
　大分県連へ贈った皆の鳴り止まない拍手は、「地域が創る日本の未来」を奏でるリズムにも聞こえた。

広報委員会　長崎県　大村ＹＥＧ　野 島 進 吾　

　◦大分大会イベント◦

○ビジネス交流会・大分うまいもの物産展
　大会会場のロビーに於いて大分県連ＹＥＧ所属と各地ＹＥＧ企業と会
員外１企業、全１４社がエントランス広場にて自社のＰＲを行ない、合わ
せて企業間の交流と販売を行いました。
　入り口付近ではて大分うまいもの物産展が開かれました。大分のお菓
子・焼酎・うどん・焼き鳥・関さば・関あじなど、物産品の販売や行列のできる屋台もありました。
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　第２４回全国会長研修会「いしかわ加賀会議」。平成１９年₂月１６日の午後から行われた「大討論会」において
全国からさまざまな意見が発言されました。その発言内容を第２４回全国会長研修会「いしかわ加賀会議」大会
会長中村隆泰が大討論会参加者の意見をまとめ、いしかわ加賀会議の閉会式において以下のように「いしかわ
加賀宣言」を宣言しました。

「地域が創る日本の未来、故郷の新しい風ＹＥＧ」をスローガンに掲げ、「櫂を漕げ！帆をあげろ！
時代の風はＹＥＧ」を開催地テーマとし、私たちＹＥＧは、ここ加賀市で第二十四回全国会長研修
会「いしかわ加賀会議」を開催いたしました。
昨日の大討論会において参加者のみなさまから、多くの熱い意見が投げかけられました。

全国各地では商工会議所活動に対し、様々な意見があり、また問題も山積しています。
だからこそ、地域経済の活性化のためには商工会議所の取り組みが重要であり、地域のリーダーで
ある我々は切磋琢磨しながら、地域のブランドを生かした活動をして行くべきという提言がなされ、
会場の皆様の賛同を得ました。

その想いを心に刻み、ここに「いしかわ加賀宣言」を行います。

いしかわ加賀宣言

——————————「いしかわ加賀宣言」——————————

 私たちＹＥＧは、地域再生、日本再生のため、自己研鑽に励み、
すべてのＹＥＧが、それぞれの地域の特性を生かし、経済振興策を含め
た建議・提言活動を行い、その取り組みを発信していくことを目指す。

平成十九年二月十七日

第二十四回全国会長研修会「いしかわ加賀会議」　大会会長　中村 隆泰

♦いしかわ加賀会議紹介♦
　　−₂月１５日−

　◦前泊者懇親会◦

　１８年度の集大成といえる加賀会長会議のスタートにあたり、加賀
市山代温泉瑠璃光にて前泊者懇親会が開催されました。
　初めに加賀会長会議定者実行委員長からの「この会議の準備にあ
たり執行部の方々に毎日何度も問い合わせをして今日を迎えた。全
国ＹＥＧの熱意と情熱で成功に向けた２日間にしたい。」との熱い
挨拶で始まりました。
　つづいて日本ＹＥＧ國枝会長の挨拶では「初の試みである大討論会においてＹＥＧからメッセージとして全
国のＹＥＧにどんなものを持ち帰るか？地域の代表とした商工会議所の役割が重要になる。」などの挨拶でし
た。
　来賓を代表して加賀市長大幸様の挨拶は「その国を知りたければ、その国の青年を見よ。」と素晴らしい一
言が印象的でした。
　その後来賓の紹介があり、加賀市議会議長の西出様により乾杯の音頭で懇親会へ。途中、加賀ＹＥＧメンバー
音楽演奏や各ブロ代によるご当地抽選会、全国大会千葉大会、長崎会長会議ＰＲがあり終始盛り上がりの前泊
者懇親会でした。

広報委員会　茨城県　日立ＹＥＧ　小野崎 久 雅　
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　◦開　会　式◦

　中村隆泰大会会長のＹＥＧ宣言・開会の辞によりいしかわ加賀会議が始まりました。日本ＹＥＧ　國枝恭二
会長、日本商工会議所篠原徹常務理事、加賀ＹＥＧ定者豊会長、加賀商工会議所新家康三会頭の挨拶のあとに
経済産業省中部経済産業局長佐藤樹一郎様、石川県知事谷本正憲様、加賀市長大幸甚様、石川県商工会議所連
合会会頭深山彬様の来賓祝辞と進行し、守岡伸浩大会副会長の閉会宣言で開会式は終了しました。

広報委員会委員長　島根県　松江ＹＥＧ　大 谷 辰 夫　

　◦第６回ＹＥＧ大賞◦

　ＹＥＧ大賞の募集は平成１８年₈月２５日㈮から始まり、一次審査、二次審査を経て₉事業に絞られ、１５日に公
開最終審査が行われ、１６日に発表されました。　石川県商工労働課経営支援課課長桜井様、加賀商工会議所専
務理事新井様と日本ＹＥＧの平成１３年度会長古泉様他１１名で審査が行わ
れ、グランプリ・敢闘賞が決定しました。熱い想いのプレゼンテーション
と白熱した審査会。まさにＹＥＧマインドがここにありました。受賞おめ
でとうございます。

■ＹＥＧ大賞　グランプリ
◦地域部門
　【関東ブロック　栃木県連　栃木ＹＥＧ】
　　事業名：栃木ＹＥＧ創立２０周年記念事業『邑波川きらきらフェスティバル』

◦組織部門
　【関東ブロック　静岡県連　浜松ＹＥＧ】
　　事業名：政策提言『将来を担う子どもたちにとって　豊かな郷土「浜松」の創造』と、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　親子体験型学習事業『Ｈｅａｒｔｓ‚ Ｈａｎｄｓ‚ Ｋｉｄｓ‚ はままつ２００６』

◦企業部門
　【東北ブロック　福島県連　福島ＹＥＧ】
　　事業名：街なか賑わい創出事業　ふくしま屋台村企画

■敢闘賞
◦地域部門
　【九州ブロック　宮崎県連　串間ＹＥＧ】
　　事業名：エコロジーくしま（地球を救う）
　【九州ブロック　長崎県連　佐世保ＹＥＧ】
　　事業名：第 2 回させぼシーサイドフェスティバル ２００６

◦組織部門
　【中国ブロック　岡山県連　岡山ＹＥＧ】
　　事業名：四国アイランドリーグ公式戦　岡山ＹＥＧシリーズ&少年野球教室
　【北陸信越ブロック　新潟県連　新津ＹＥＧ】
　　事業名：イベント物販　義援金積み立てるぞ！事業
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◦企業部門
　【近畿ブロック　福井県連　福井ＹＥＧ】
　　事業名：福井ＹＥＧ　おしごと探検隊　“アントレ・キッズ”
　【北海道ブロック　北海道連　石狩ＹＥＧ】
　　事業名：石狩市電話帳作成事業

広報委員会　愛知県　岡崎ＹＥＧ　河 合 秀 明　

　◦大 討 論 会◦

　大討論会は地域創造・支援特別委員会と加賀ＹＥＧとの連携で準備した企画として、平成１８年度日本ＹＥＧ
の大きなイベントとなりました。参加者全員を対象に「これでいいのか？ＹＥＧ　待ったなし！地域再生　日
本再生　地域のリーダーは君だ！」をテ−マに行われました。
　キャスタ−に西村晃氏、コメンテーターに、中山正邦浜松商工会議所会頭・鈴木英敬内閣官房参事官補佐・
京都ＹＥＧのＯＢ河合純氏・鈴木順三日本ＹＥＧ副会長、また会場内より選ばれたＹＥＧメンバーにて、討論
会が始まりました。

　西村氏は全国の商工会議所にて講演をされ、地域の事・商工会議所の事を良く熟知された上で、活発な意見
交換をしてくださいました。各コメンテーターには、地域の事情・国の立場・日本ＹＥＧとしての方向性をそ
れぞれ話して頂きました。
　「ＹＥＧは商工会議所に対し、提言を行っていこう」「ＹＥＧメンバ−が常議員になろう」「もっと、商工会
議所と連携を取り、意見、建議、地域の活性化、街づくりをしよう」という目的を持って「我々ＹＥＧが変わり、
商工会議所が変わって行かなければならない」との認識を持ち、討論会は終わりました。討論会に参加したメ
ンバ−からも、これからのＹＥＧのあり方について有意義な勉強になったとの感想がきかれました。
　この大討論会は「いしかわ加賀宣言」として未来に残る大討論会となりました。

広報委員会　岡山県　岡山ＹＥＧ　　森    徹 

　◦大 懇 親 会◦

　ホテル百万石大広間『兼六』に於いて、全国より約９００人のメンバー
が集い、大懇親会が始まりました。
　宴の前に、能で参加者を歓迎。続いて日本ＹＥＧ國枝会長が、参加
者にお礼と歓迎の挨拶をしました。続きまして加賀ＹＥＧ会長定者実
行委員長の挨拶につづき、加賀市長大幸甚様より度肝を抜く挨拶が！
その後日本商工会議所篠原常務理事の挨拶と続き、乾杯は加賀商工会
議所新家会頭より音頭を取って頂き、盛大に懇親会が開催されました。
　「懇親会場では全国の友と再会を喜び、久々の酒を酌み交わし、色々
な話に花を咲かせました。単会の次年度会長も全国の仲間と交流を深め、来年の再会を約束しました。」
　懇親会は平成１９年度１１月に行なわれる全国大会千葉大会と₂月全国会長研修会長崎塾のＰＲのあとに中締め

となり、加賀の街は青年部で埋め尽くされ、長い夜の始まりとなりました。
　参加者は言葉や文字で表せない心のこもった大懇親の接待に、そして加賀ＹＥ
Ｇメンバーに感謝しています。

追伸　参加出来なかったメンバーにお伝えします。先に触れました加賀市長の度
肝を抜くお言葉です。「先ほど、言いましたのでありません。終わり。」とこれだ
けです。
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大懇親会の前に行なわれた式典でも挨拶されたのでこうなったのでしょう。加賀市長大幸甚氏の名前は一生忘
れない気がします。

広報委員会　青森県　弘前ＹＥＧ　佐 藤 浩 之 

　　−₂月１6 日−

　◦故郷の新しい風・総括◦

　國枝会長が掲げる「地域が創る日本の未来　故郷の新しい風ＹＥＧ」
このスローガンに込められた想いを凝縮したともいえる「故郷の新し
い風・総括」は平成１８年度の特別委員会の地域創造・支援委員会とＹ
ＥＧ改革推進会議の活動報告と発表から始まり、ソフィアバンク代表・
多摩大学大学院教授田坂広志氏の講演『荒海に漕ぎ出す「勇気」と時
代の風をとらえる「センス」若き企業家が、この国を変える』と続き
ました。
　この講演の中で田坂教授は我々若き企業家に対して三つの変革を訴えました。第一の変革は「企業中心市場」
を「顧客中心市場」に。第二の変革は「知識社会」を「共感社会」に。第三の変革は「営利追求企業」を「社

会貢献企業」にというものでした。
　続けて田坂教授は、我々は現在の世界で「最も恵まれた人間」であり自覚すべき
五つの条件がある。「第一　半世紀以上戦争の無い平和な国」「第二　世界第二位の
経済力の国」「第三　最先端の科学技術が開花した国」「第四　医療が発達した健康
長寿の国」「第五　国民の大半が高等教育を受けられる国」と説き、この類まれな
恵まれた人間が自覚すべき「義務」がある。「義務」を言い換えるならば「使命」
であり「使命」＝「志」を抱きながら「三つの変革」

通してわが国における資本主義の在り方」を変えることこそ我々若き企業家
の成すべき事だと私達に熱く語ってくれました。

　最後にステージに立った後藤議長は「気付きがあっても行動を起こさなけ
れば駄目だ。“自分を信じること→自信”、“地域を信じること→地信”、自信
と地信の二つが大切だ」と訴え「あなたの起こす小さな風が、地域を変える」
と結びました。

広報委員会副委員長　静岡県　富士ＹＥＧ　 吉 川  隆 裕 

　◦第４８回通常総会◦
　第４８回通常総会は鈴木副会長の開会宣言に始まり、國枝会長が議
長で審議・報告が進行されました。議案として
　①平成１９年度役員選任に関する件
　②平成２０年度会長候補者選任の件
　③平成１９年度事業計画（案）
　④平成１９年度収支予算（案）
が審議され満場一致で承認されました。平成１９年度事業計画（案）
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に関しては会長予定者原田隆司君が説明し、１９年度収支予算（案）に関しては専務理事予定者の浅井秀明君が
説明しました。

　１８年度事業のブロック活動報告においては各種大会での参加・協力のお礼をブロックを代表して北信越ブ
ロック代表理事佐藤悟君がしました。また各種委員会報告については、各委員長の報告説明時に委員会メンバー
がステージ前に整列しお礼の挨拶を行いました。各委員長は短い時間で１年間の報告を熱く説明していました。

　平成１９年度会長予定者として原田隆司君が挨拶した後、直前・副会長専務理事・各ブロック代表理事の紹介
があり、代表として近畿ブロック代表理事大西聡君が挨拶を行いました。その後１９年度各委員会の事業説明を
担当専務理事・副会長・委員長がステージに上がりステージ前には委員会メンバーが整列し、委員長により平
成１９年度の活動説明が行われました。
　最後に加賀ＹＥＧ専務理事により閉会宣言がおこなわれ総会は無事終了しました。

広報委員会　福井県　鯖江ＹＥＧ　　園     昇 

　◦PR ／閉会式そして解団式◦

　いしかわ加賀会議のメニューは無事進行し、平成１９年度の１１月に行な
われる全国大会千葉大会と２月全国会長研修会長崎塾のＰＲが終了し閉
会式となりました。次年度会長予定者原田隆司副会長の挨拶のあと國枝
恭二会長から、次年度への期待を込めて４００枚の種子入りはがきを渡され
ました。そして中村隆泰大会会長から「いしかわ加賀宣言」が高々に読
み上げられいしかわ加賀会議は終了しました。
　全国のメンバーが帰路についた会場のステージには、日本ＹＥＧの役員・専門委員、加賀ＹＥＧと副主管の
石川県連が残っていました。開催の決定からこの瞬間までの長いあいだの汗が全て涙にかわりました。
　この涙は終わったことによる感動の涙でありますが、我々ＹＥＧにとっては通過点です。「いしかわ加賀宣言」
をした私たちＹＥＧは地域再生、日本再生のため、自己研鑽に励み、すべてのＹＥＧが、それぞれの地域の特
性を生かし、経済振興策を含めた建議・提言活動を行い、その取り組みを発信していくことを目指す道のスター
トになりました。

広報委員会委員長　島根県　松江ＹＥＧ　大 谷 辰 夫　

解 団 式



全国商工会青年部連合会会長　大髙　衛様対談
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日 時　平成１８年１０月７日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場 所　千 葉 県 野 田 市
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司会（池澤雅至関東ブロック代表理事）：今日は同じ青
年経済団体でありながら成り立ちが違う二つの組織でご
ざいますが、各トップの方の対談です。今後、いろんな
交流が出来るようなきっかけになればと思います。対談
をよろしくお願いいたします。

＊＊＊＊団体について＊＊＊＊
國枝：日本ＹＥＧは全国を東地区が北海道・東北・関東、
中地区が北陸信越・近畿・東海、西地区が中国・四国・
九州と九つのブロック、三地区に分かれています。会員
が約２万６千人、青年部数で３９９です。近くに１単会増
えまて４００になりますがその後合併で一つ減って３９９にな
る予定です。
　各青年部の成り立ちは異なり、商工会議所の青年部と
して立ち上がったところ、ＪＣの卒業生があつまってで
きたところや政治活動からできた会もあります。会ごと
に成り立ちも性格も卒業年度も違う、それが連合会とし
て活動をしています。
大髙：商工会青年部は商工会が昭和３５年に商工会法で組
織されて、その内部組織で昭和４１年からできた会です。
設立は早い所、遅い所ありますが、全国的には今年４０周
年を商工会青年部が迎えます。会員数は現在で約６万人
です、単会数としては約２千４百単会あります。現在、
郡部で大きく合併していますので来年度には２千単会ぐ
らいになると試算しています。
　活動は地域貢献と経営普及改善事業です。商工会とし
ては経営指導員さんが個々の事業所を回って金融面とか
販路拡大の経営指導をしていますが、青年部は経営指導
よりは地域貢献が多くて、地域の「お祭部隊」というよ
うな位置付けになっています。
國枝：商工会議所青年部も「お祭部隊」は同じです。祭
とか活性化のイベントは街づくりには重要でみんな本気
で手を貸しています。地域からもあてにされています。

＊＊＊＊共存共栄＊＊＊＊
國枝：平成大合併で行政が合併して市が大きくなったと
ころが多いですね。その市の中に商工会議所組織と商
工会が点在しているという状況になっています。これか
らお互いにどうなるのか将来像が見えなくて困っている
と思いますが、今後、青年部を含めた商工会と商工会議
所の事業は同じ行政区域でどのように進めていくべきで
しょうか。
大髙：いろんな話を詰めていかないといけない部分たく
さんあると思います。基本的にはお互いの団体の法律が
違います。「商工会議所と商工会の法整備を行い、一行
政地区に一商工団体となるように合併していくのが望ま
しい」と聞いたことがありますが、私的な意見として運
営がひとつになるのではなく、別々な運営をして、共同
事業などを一緒に行っていくというのが好ましいと思っ
ています。
國枝：北海道の帯広は十勝圏域で１９市町村あり、合併せ
ずにそれぞれに行政を行っています。行政は区域内の事
業しかできないため、十勝という広いエリアで総合計画
を作るセクションが存在しません。そのため、全体で大
きなエリアのことを考えることができないのが一番の問
題です。
　商工会青年部と商工会議所青年部で広域に一緒で活動
しようとしても「一番大きいところで、一番大きい団体
で、一番多く人がいるところで・・・」という方向に進み、
周辺の協力が得られない。結局一緒にできないという現
象が出てきます。その点どういうふうに思われますか。
大髙：基本的には中心市街地活性化法があるように、や
はり中心になる地域というのは作るべきだと思います。
その中心になるところと、その周りに位置する地域が話
し合い、しっかりとしたグランドデザインを作成し、そ
れを我々はお互いの会員に理解してもらえるように説明
をしていく責任があると思っています。
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　多くの地域では、中心地に商工会議所があり周りの郡
部に商工会がある。連携を取りながら住み分けし、お互
いの立場をしっかり尊重しあえるような共同の政策を進
めていけば生活しやすい街ができると思います。
國枝：そうですね。人が住んでいるところにはその地区
の住民サービスや祭りがあります。小さいながらもいい
イベントがあり、神社があり祭りがあります。そういう
ことは絶対残していかなければならない。それを地元の
若い人達が残していく必要がある。また逆に全体のエリ
アの将来も全員で考えていかなきゃならないです。
　大高会長はやはりいろんな所を見て知って、千葉とい
う日本の中心に近いところから先進的な考え方をされて
いますね。
大髙：商工会青年部は、大なり小なり補助金をもとに活
動させていただいております。その結果として補助金頼
みになる部分が組織の弱点と感じています。一会員とし
て、これは是正しなければいけない、自分たちで独立独
歩できるような考え方もできないと商工会議所と共同し
て地域を守ろうとしたときに意識のすり合わせが難しい
と感じています。

國枝：いっそのこと両方とも全部一から新たに作り直し
た方が早いという気がするぐらいに個性が違いますね。
実際に郡部では商工会は商工会議所に吸収されるイメー
ジがありますね。実は共存共栄になるということがなか
なか伝わらないです。
大髙：将来的に一行政区に一商工団体という可能性は想
定されています。そこに行く前段階のレクチャーが必要
です。特に補助金の問題は、今までの歴史や体質の問題
で制度疲労をおこしています。全国を回って感じること
は、今、変化を遂げないと大変なことになってしまう。
無理やり一緒になったら表向きニコニコしていて、腹で
はそう思ってないという一番よくないことになると思い
ます。
　だからこそ今は商工会議所青年部の考え方に少しは近
づくために、地域貢献の比重を軽くしてもいいから、そ
れ以上に経営の考え方や意識を高めよう、我々は経営者
の団体だと認識することで経営者としてお互いが接点を
持ちやすくなると思っています。

　私は商工会議所青年部の事業や活動内容を拝見してい
ますが、商工会青年部の会員と比べるとちょっとステー
ジが商工会議所青年部のほうが一歩上、いろんな決め事
の中で成熟度が高い気がします。
　商工会は、補助金を貰って上からやりなさいと言われ
た受け身の団体の体質を濃く残しています。補助金がな
いと何にもやらないという悪い面があります。
　もし、商工会が商工会議所の支所になったときに「商
工会議所は支所に対してなにをしてくれるのですか？」
という態度を取る可能性が高いです。そうじゃなくて地
域はみんなで支えあうもので、自分の街は自分の責任で
支える必要があることを理解していかなければならない
と考えます。

＊＊＊＊商売が基本＊＊＊＊
大髙：根本にあるのは全員経営者、若しくは後継者とし
て商人としての感覚が必要と思います。自分の商売をど
うやっていくかという念を置いて地域貢献を考える。自
分の企業が儲かればその儲かったお金は税にもなり、地
域に還元することができるということが一番分かりやす
い。
國枝：そうですね、商工会議所青年部も商売がきちんと
できていないと地域のことには取り組むことはできませ
んね。
大髙：無理して地域貢献をする必要はないですよね。商
売が回ってないのに焼きそばや綿あめを作って笑ってい
るのは好ましい姿ではありません。極端に言えば「めん
どくせーな」と思って出てきても商売は上手く回ってい
るほうがまだ良いです。
國枝：日本ＹＥＧの役員はみんなそれぞれに仕事しなが
ら日本ＹＥＧに出向しています。日本ＹＥＧは自分の地
域だけでなく、日本中の単会のことを考えて動いていま
す。みんな本当にそういうイメージを持って活動します。
結局何のためにやっているかといったら、人の繋がりが
いずれは自分の商売に、地域にフィードバックするだろ
うと思ってみんな活動しています。
大髙：「私は『長』という役目に着いたら責任がある。
だから社長や会長や部長という名前で人から呼ばれる
からには、長（おさ）の責任をまっとうしなきゃいけな
い。まっとうすることで自分の状況がきつくならないよ
うに努力しよう」と偉そうなことを言わせて頂いていま
す。うちの会にも商工会の役職を引き受けたために「家
業がほったらかしになって、家業がおかしくなった、商
工会なんてろくなものじゃない」という人もいますが違
います。「役職をやっていなくても会社は潰れる、何か
のせいにするべきじゃない。自分がやっていないだけだ
と思って頑張ろう」という話をすると「お前はそうやっ
て口だけ上手くて本当にやってるんだろうな」なんて冷
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やかされることもあります。（笑）
地域の商売のことで言ったら商工会議所青年部と商工会
青年部は同じですね。もっと話し合って行くべきです。
　これからの時代は、青年部同士で少しずつでもビジネ
スマッチングさせていくことが必要ですね。

＊＊＊＊共同作業の「お題目」＊＊＊＊
大髙：行政合併した地域のグランドデザインについては、
国の政策や各行政の考え方もありますので、単純に我々
で決めて好き勝手なことはいえないと思いますが、提言
はしていくべきだと思います。
　そして、そうした意見を踏まえて行政が長期計画また
は中長期計画を立て、それに沿った動き方を市民や我々
のような団体がしていくことが理想です。いままで、小
さいエリアでひとつひとつバラバラだったから絵が見え
なかったですが、商工会青年部と商工会議所青年部でエ
リアの広い活動、考え方の発想ができる気がします。
　地域で商工会議所青年部と商工会青年部が共同事業を
始めるために、最初は単純に酒飲み友達になろうでもい
いと思います。とにかく交流していかないといけない、
お互いに腹をわって話し合って行きたいですね。
國枝：信頼関係ができないと一緒に事業をやるという発
想にもならないですね。広いエリアの将来像に対する意
見を出し合いたいですね。個別のことをみんなで考える
のは難しいですが、全体のことはお互いの意見をどこか
で集約して声を上げていく必要がある。それにはまず知
り合いになって心が通じることが最重要ですね。
大髙：全国を回っているとそういう話を聞きます。商工
会青年部はどうしても臆しています。
　日本商工会議所青年部と全国商工会青年部連合会が
「各地域で共同作業をやろう！」ということを投げかけ
ていく、「お題目があるからやってみよう」でも最初は
いいと思います。各地域が年に一回、一緒に行動する。
お互いに商売人同士ですから、自分の好き勝手なことを
言って、相手のことは一切聞かないなんて言う人はそん
なにいないと思います。是非、やるべきだと思います。
　例えば日経新聞の広告面を使って國枝会長と私が握手
しながらにこっと笑って「これからの社会は共存共栄
だ！」とか何か文言をしっかり決めて訴えかけていく。
國枝：なるほど。タイトルじゃないけどそういうきちん
としたシンボル的なものがあるといいですね。

＊＊＊＊共同作業の一歩＊＊＊＊
大髙：そのときにまだ商工会だとか商工会議所だとかっ
ていって臆しているかたがいたら「そんなこだわりは捨
てましょう」と各地域の代表の方々にご理解いただく活
動を全国商工会青年部としていきたいと思いますし、ぜ
ひ國枝会長の号令の元で賛同する商工会議所青年部のか
たと共に行動していきたいと思います。

國枝：実際に共同で取り組んでいる地域もあります。今
は商工会青年部と商工会議所青年部が交流しているとい
うところも増えていますね。
　でも、お互いの会の間に年齢的な問題があるようです。
我々は高齢者も結構おりますので（笑）
大髙：商工会青年部にもローカルルールがあります。県
は絶対に４０歳で卒業ですが、単会は４５歳ぐらいまでのと
ころがあります。
　年齢的に近い感じがありますがやはり商工会議所青年
部がちょっと先輩ですね。各単会で自分が最年長になっ
たと思っていたら、商工会議所さんと一緒になるとまた
地域の先輩がいらっしゃって、気が臆しています。全員
ではないですがそう思っている方がいるのも事実です。
最初の取り組みのときに上手く声掛けしていただけるよ
うにお願いします。「一緒にやろうね」と言っていただ
けたら一緒にやっていけると思います。「一緒にぜひさ
せていただきたい」とお願いの気持ちがあるぐらいです。
　千葉県では野田市が先進的に捉えていただいていま
す。野田地域では、関宿町の野田市関宿商工会青年部が
野田商工会議所青年部と同じ行政区の中にあり、会議の
時には必ず声掛けいただいて一緒に参加しています。合
併しても顔見知りなので、非常に友好的に活動をしてい
ると聞いています。
　何か一緒に政策を、お互いのメリットのあることをす
る。おそらく商売に関わることと思います。商売から波
及することが地域社会と思います。お題目を分かりやす
い言葉にして、地域の責任者の方々がそのお題目を使っ
て一緒に活動しようと思えるものを作っていきましょ
う。
　「政策協定」を打ち立てて発表するという流れができ
ると大変ありがたいと思っています。
國枝：お互いに地域に対する姿勢というのは変わらない
ので、地域への共通の方針・お題目を持つことはいいで
すね。基本はやはり地域にありますからね。ぜひ進めま
しょう。
大髙：結局我々は地域経済人として商売で繋がっていま
す。同じエリア内で広域に考えなければならないですよ
ね。きちっと活動して、自分達の商売が上手く回ること
を考えて、それが地域社会に貢献になると言い続けて、
政策提言を発表したほうがいいと思います。
　商工会議所青年部と商工会青年部が地域づくりを一緒
に議論をして、住みよい地域を作るための提言を訴えて
いける会にしたいです。
國枝：そうですね、何をすべきか？どうあるべきか？ま
だ想像がつかないです。商工会議所青年部が考える街、
商工会青年部で考える街。それが共存できる街、どうあ
るべきかの答えは難しいですね。いずれにしても行政区



西川りゅうじん様対談
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　平成１８年７月１３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 場　所　東京（日本商工会議所会議室）

��

が一つになるときにはこういう姿になるだろうというの
が見えると説明しやすいですね。
大髙：最終的には主体的に自分のこととして考えてもら
えるかどうかが勝負だと思います。やらされている感が
あるうちは「後継者」。自分がやらなきゃいかんと思っ
た時点で「経営者」だと思います。会の運営でも自分で
やりたい、自分がこうしたいと思うような会にしていく
必要があります。
　今のままだと黙って意見を言わないような人が増えま
す。このまま商工会議所青年部と商工会青年部が一緒に
事業しようという議論に入っていったら、何にもいわず
に去っていく人たちがたくさん出ると思います。
國枝：今のままでは商工会議所と商工会が話し合いの
テーブルにつくのはかなり難しいと思います。でも次の
世代のメンバーが仲間同士として活動していき、テーブ
ルに座って大きな視点で地域を考えるという話になりま
す。今はベース作りになりますね。
大髙：ぜひご指導いただきながら一緒に道を歩みたいと
思います、踏み出さないと始まりませんので、一刻も早
くはじめて、それが完成するのは２０年後か３０年後かとい
う話かも分かりませんが・・・。
國枝：ただ、踏み出さないといつまでもできないですか
らね。
大髙：ぜひそれは、私共もがんばりますので、周知をし

ていきますので、ご指導いただければと思います。
國枝：今日は本当にお忙しいところをありがとうござい
ました。いろんな話が聞けて、僕自身もよかったなと思
います。両組織で共通する地域に対する大きな指針とい
うものを、互いに持つということは大事なことだと言わ
れて初めて私も気づきました。ぜひいろいろなところで
お会いする機会を作っていただいて、話が出来ればいい
なと思います。
大髙：よろしくお願いします。ありがとうございました。
國枝：今日は本当にお忙しいところありがとうございま
した。またこれからもいろいろな面で協力して頑張りま
しょう。
大髙：ありがとうございました。
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県離島活性化「美（ちゅ）ら島ブランド委員会」委員
等を歴任する。
◦経済産業省ヒューマンメディア委員、岐阜県ソフトピ
アジャパン「メディアプラザ」企画検討委員、神奈川
県ＫＳＰマルチメディアデジタルコンテストＣＤ－Ｒ
ＯＭ部門審査委員長を務めるなど、マルチメディア施
設のプロデュース、デジタルコンテンツの企画制作も
手掛けている。
◦一橋大学、東京工業大学、早稲田大学、津田塾大学、
甲南大学の非常勤講師、拓殖大学客員教授を務める。	
日本シミュレーション＆ゲーミング学会理事、	日本イ
ベント学会発起人、日本カジノ学会理事、日本計画行
政学会政策評価研究会メンバー。
◦ＣＮＮでキャスターを務めた他、ビジネスや社会現象
についてコメンテーターとして頻繁にテレビに出演し
ている。
　また、新聞雑誌、各誌に連載を持つ。
◦アッシー、メッシー、ジモティ、コヤジなど流行語の
造語でも知られている。
２．対談内容

＊＊＊日本ＹＥＧとは＊＊＊
西川：日本ＹＥＧというのはどういう団体なのかという
のを簡単に教えてください。
國枝：全国各地の商工会議所の下部組織として青年部と
いうのが出来ました。それから地域の青年部同士が「せっ
かく近くに同じ組織があるのだからたまに交流しよう」
というところから横の連携を持つようになってきて、そ
の活動が膨らみ＂ブロック大会＂という形で、各地区大
会に広がりました。そして日商（日本商工会議所）から
の呼びかけもあり、全国各地に青年部がひろがり連合会
という形になってきました。
　現在は、全国で３９９単会が日本商工会議所青年部（日
本ＹＥＧ）の会員としてネットワーク化されています。

これからは地域間連携をさらに強く結び、より大きな力
を持てるようにしたいと考えています。
西川：商工会議所青年部のメンバーは、商工会議所に属
していますか？
國枝：はい、メンバーは会議所の会員です。青年部のＯ
Ｂでだけでなく現役会員も商工会議所の議員をしている
会議所もあります。
　青年部については、会議所の定款の中に記載されてい
る青年部とされていない青年部があります。
　地域での活動方法も違いますし、会議所と一緒になっ
て活動して青年部もあれば逆に干渉されずに街づくりを
したいというメンバーがあつまり、任意団体のような形
で活動しているところもあるようです。
　会員の定年も若い所は３５歳で、高いところでは５５歳卒
業の所もあります。同じ青年部でも親子ほど歳の差が
開くこともあります。いろいろなかたちの組織で活動を
行っていますが、地域の商工業の振興を図る商工会議所
活動の一翼を担う若い経営者の集まりという位置づけは
全国同じです。

＊＊＊地域の状況＊＊＊
西川：國枝さんが日本ＹＥＧの会長になられて、日本の
地域はいかがですか？
國枝：地域と言われる場所の危機を感じます。日本でも
＂利益優先主義＂のアメリカ的な市場経済になってき
て、人間関係というのが段々難しくなり、コミュニティ
が崩壊してきていると感じています。
西川：コミュニティの崩壊、例えばどういう点を感じら
れますか？

國枝：もともと日本人は、向こう三軒両隣と互いに付き
合ったり、時には助け合ったりの国民性があります。そ
れは地域という運命共同体、同じ経済ベースの中で一緒
に生活をしている関係があるからそういう意識って持っ
ていました。災害があったときが一番端的な例だと思い
ます。自分も被災者でありながら、よりつらい人のため
に立ち上がるグループが出来るというのが日本人です。
すべてではありませんが海外ではすぐ暴動とか略奪が発
生するのをニュースなどで見かけます。こういう日本人
の素晴らしい国民性は昔から地域コミュニティを大切に
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していたからだと思います。
　しかし、昨今のいろんな事件を見ているとその大切な
何かの崩壊を感じます。助け合うという国民性が薄れつ
つあります。いろいろな意味で地域社会の見直しが必要
と感じています。
西川：日本の地域ごと特性が失われましたね。どこかの
町へ行って写真を撮って「これはどこだと思いますか？」
と言ってもどこか分からない。同じような建物が建って
いるし、ホテルに泊まっても全然地域性がない。どこの
レストランに入っても中華とか、京風の和食がある。全
然地域性がなくなりましたね。そういうことについては
どうお考えですか？
國枝：駅を降りた風景も再開発した地域はどこも同じで
すね、確かにきれいにはなったようですが。
西川：どこもミニ東京・プチ東京みたいですね、郊外型
のショッピングセンターができて便利にはなるけれども
地域性はどんどん薄れきした。
國枝：地元で見直したいですね。自分の町が何でできた
のかというところをもう一回考え、歴史・史跡があっ
て、自然があって、地域の引き出しを全部引っ張り出し
てその総合力で街づくりが必要です。あくまでも地域と
いうものは地域にあるものを皆資産として考えてそれを
有効に使っていかなければいけないのではないかと思い
ます。
西川：本当に皆どこも同じ。観光客もミニ東京やプチ東
京に行っても面白くないですよね。

國枝：個性も何もないで
すからね。きれいな施設
はある。それだけならそ
こに行く魅力はないで
す。やっとそういうこと
に地域が気付きはじめて
います。それぞれの町が
いい物を残そうとしてい
ます。とても大事なこと
で、本来あるべき方向に
向かっていると思ってい
ます。

西川：少しずつそういう方向に来ていますね。日本の文
化ということもどんどん失われています。例えば海外か
ら見たときの日本の文化は＂華道＂、＂茶道＂、＂着物
＂や＂武道＂ですが、これらは畳があってはじめて成り
立つものです。ところが今はもう全国の多くの子供達は
畳がない生活をしています。
　畳に触れたことがない。畳というと時代劇の中で見る
もの。今の子供は畳に触れたことがない、これでは外国
人と同じですよね。よく「食育」とか「キレやすい子供

達」とか「学校教育」がとかいいますが、根本的に家庭
環境が変わったことに問題があると言われています。
國枝：実際にイス・テーブルの生活になると畳はなくな
りましたね。座という習慣もなくなりました。
西川：正座なんか全然出来なければ、掘りごたつもなく
なっている。本当に畳がないですね。しかし、最近の若
い世代でも和室が良いという人もいます。徐々に日本文
化に興味を持ち始めています。
國枝：和室というのは本当に靴も履いていないし、寝転
がってリラックスできる空間でもあるし、日本人にとっ
てはいい空間ですよね。
西川：ＹＥＧはいろんなお祭もやっていますよね。昔か
らある伝統的な祭りから夏の花火大会まで。
國枝：やはり住民サービスとしての祭りなどの事業に関
わるというのは青年部の役割です。
　帯広にも冬には氷祭というのがあって、そこで毎年店
を出しています。住民に対してサービスというのはやっ
ぱり大事だなと思います。
西川：街づくりとしてイベントやお祭りは重要ですか？
國枝：それも一つです。ただイベントに集中してしまう
と、他の団体との見分けがつかないことになります。イ
ベント自体、町の活性化のためにやっているというのは、
他の組織も同じです。
　ただ、「商工会議所の青年部組織」としてどのような
役割があるか勉強しています。商工会議所青年部として
地域で活動しています。

＊＊＊地域のビジネス支援＊＊＊
西川：日本ＹＥＧとしてはどのような活動をされます
か？
國枝：地域を活性化するためには、まず、それぞれの地
域が、なぜそこに町ができたのか？町の歴史は？などを
よく知って、地域の財産はなにかを理解し、そしてそれ
を伸ばすことが必要です。
　日本ＹＥＧは、地域の問題に直接手をのばすのではな
く、地域の活性化のためにいろんなネタを提供し各地の
青年部でその情報を有効利用できるように活動しており
ます。
　具体的な取り組みとしては会員のビジネス支援とし
て、ビジネスプランコンテストをしています。このコン
テストは地域でいろんな発想を持っている人のビジネス
プランをより現実に近づけていくための取り組みです。
今年で第４回目です。過去の応募プランの中では実際に
地域で商売が成長してきている事業もあります。
　地域のビジネス支援として平成１５年に当時に日本ＹＥ
Ｇで立ち上げたコミュニティビジネス協議会がありま
す。コミュニティビジネスのあり方や立ち上げ方の指導
を青年部の勉強会の時に講師として行っています。
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西川：コミュニティビジネスというのは簡単に言うとど
ういうことになりますか？
國枝：コミュニティビジネスも地域や行政の窓口でいろ
いろな解釈があるので難しいところがありますが、ＹＥ
Ｇが地域の資産を利用してビジネスを立ち上げ、地域の
活性化につながっていくということが基本になっていま
す。
　帯広でいうと屋台村が今有名ですけど、これもコミュ
ニティビジネスの成功例です。この屋台村というひとつ
のビジネスが成立すると全国からＹＥＧの仲間が視察に
やってきて地元に持ち帰ったらすぐに取り組みをはじめ
ています。全国で屋台村ができていますが青年部が立ち
上げたところも多いです。
西川：帯広は有名になりましたね。
國枝：寒いから屋台が出来ないと思ったら逆です。普段
から寒さと戦っていますのでどんなところでも暖をと
ることに関して慣れています。むしろ博多とか南の方の
夜とちがって寒い北海道で暖かい屋台のなかでシャツ一
枚になってビールを乾杯するのがいい。本州の方にはイ
メージにギャップがあるので観光地としても成功してい
ます。

＊＊＊地域活動の支援「ＹＥＧ大賞」＊＊＊
國枝：ビジネス支援だけでなく、ＹＥＧ大賞という街づ
くりそのものを取り上げている活動もあります。
　大きな街には大きな街づくりのイベントがあるけど、
小さな町も小さな町なりの大事なイベントがある。そう
いう「街づくりデータベース」を構築し、全国のメンバー
が情報を公開し、各自は自分の町の街づくりに生かして
いけるようにしています。
　また、データベースを構築するだけでなく、全国の「街
づくり」を表彰しています。本来、活動の甲乙つけるの
は好ましくありませんが、頑張っているところにはもっ
と頑張ってほしいという意味で表彰しています。
　去年の表彰は岡山ＹＥＧの「１，０００人が出会うＨｅｙ！
Ｓａｙ！Ｃａｆｅ！」でした。これは、少子化対策とし
て未婚者の出会える場を作ろうという事業です。民間事
業でもお見合いパーティがありますが、商工会議所青年
部が主催していることで、社会的な信用が違います。参
加する人も厳密に審査して、不真面目な考えを持ってい
る人は排除して真剣な人だけを集めて行いました。これ
は高い評価を受けて全国で広がっています。
　福島の「吾妻の雪うさぎパン・おむすび・デザート商
品化事業」は、福島の山で春先最後まで残る雪渓がウサ
ギの形に残るところがあります。この雪ウサギをモチー
フにした弁当を作ろうとコンテストを行いました。優勝
作品をコンビニエンスストアのファミリーマートで商品
化を検討しましたが、一食２，５００円～３，０００円ぐらいにな

り断念しましたが、その代わりに雪ウサギパンと雪ウサ
ギおむすびを作り、ファミリーマートチェーンに乗って
東北で販売したら驚異的な販売数となり、その後全国展
開をしたという事業です。
西川：どんな味ですか？
國枝：ふかふかした、やっぱりモチモチした感じのパン
です。この後、全国のコンビニエンス関係からうちで
も何か出来ないかという問い合わせがいくつかありまし
た。青年部がやることによって地域とマスコミを巻き込
んだ結果、宣伝費をかけずに販売数が驚異的な数字だっ
たので話題になりました。
　「新発田城三階櫓・辰巳櫓復元完成記念城下町しばた
全国雑煮合戦」は新潟の新発田で雑煮合戦を毎年行って
います。全国の地域の雑煮を持ち寄って勝負しています。
これも毎年盛り上がっています。
　大津の「平成１７年度商い体験事業」は子供向けの事業
です。小学生を対象にビジネスを１ヶ月ぐらいの期間に
わたって体験し実際に商売を体感してもらう事業です。
西川：過去にはどういうものがありますか
國枝：大分市で二十数万人集める「府内戦紙（ふないぱっ
ちん）」があります。青森のねぶたのように紙で作った
山車を作って市内を引き回すというものです。「ぱっち
ん」とはメンコのことです。戦国武将の絵の描いたぱっ
ちんを立体化したような山車が市内を回ります。これは
元々青年部の先輩方が少人数の所からこつこつ積み上げ
てきて今、十数年目にして大分を代表する夏祭りになっ
ています。
　たくさんのお客様も集まりますので経済波及効果もす
ごいです。
　このＹＥＧ大賞は毎年やっています。今年で第６回に
なります。

＊＊＊＊國枝色＊＊＊＊
西川：國枝さんが会長になってから始めた事業ってあり
ますか？
國枝：「商工会議所を知ろう運動」をしています。我々
は商工会議所の青年部です。そのためにはまず商工会議
所をよく知って分析し、そのことによって自分達の行動
指針になる基礎の部分を掴もうという活動です。もう一
つですが、中央官庁の若手官僚との連携を始めています。
彼らは中央官庁として膨大なデータベースがあり、客観
的なアイデアも持っている。たくさんのネタを持って
います。ただ、現場に手足を持っていません。逆にＹＥ
Ｇは現場でやっていますが、地域に限定されたアイデア
になりがちで壁にぶつかることも多い。この両者が地域
のために本気で議論し、いろいろなハードルを乗り越え
る術を探して、地域に新しい風を起す突破口になると期
待しています。将来的にはこれが各地のブロックとか県
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とかいうレベルでそういった場が出来、地域問題を行政
側と商工会議所側が一緒に考えることを目指してネット
ワーク作りをしています。
西川：経済団体というと日本経団連や同友会があります
ね。
國枝：組織の質が違うと感じています。どちらかという
と企業ベースの考え方で地域での街づくりに関するもの
に積極的に関わる団体ではないです。地域のためには真
剣に取り組むのが日商であり商工会議所です。
西川：だから地域の中小企業の立場ですね。
國枝：中小企業のためだけじゃなく、街づくり、街の計
画を立案していける団体だと思います。
　地域の将来を考えるシンクタンク的な部会を商工会議
所が開催していく。そこには行政や中央官庁を始め企業
家や街の元気な住民、教育関係者など多くの責任ある人
たちを集め、そこに若手経済人として青年部も加わり、
一緒に地域の将来像を考えて行政に提案していく活動を
すべきと思います。今はそれに向かっての基礎作りです
ね。
西川：市町村合併がこの数年で一気に進んで、大きな町
は商工会議所があって小さい町は商工会がありますよ
ね。同じように青年部があって、行政が合併して、商工
会議所青年部と商工会青年部が同じまちに存在していま
すね。それぞれの地域で商工会議所青年部と商工会青年
部と枠を超えて交流会とかやっているようなところもあ
りますね。
國枝：そういう関係が発展していくべきですね、同じ地
域でも、もともと中心が違います。それぞれの街で活
性化に取り組んでいます。一体として一緒に考えること
や活動するためには全体を網羅した将来計画が必要です
し、いろいろ議論や勉強が必要と考えています。

＊＊＊＊金　　融＊＊＊＊
西川：商工会議所に入ると、一般的には制度融資などの
窓口というイメージがありますが、日本ＹＥＧのメン
バーの中に資金繰りに苦しんでいる会社などがありませ
んか？地方の中小企業になかなかお金が回ってこないと
か、黒字倒産などもよく聞きますがいかがですか？
國枝：日本ＹＥＧでは、中小企業に対する金融の問題の
勉強会をやっています。確かに中小企業に対する融資の
問題もありますが、日本ＹＥＧでは融資の仕方の問題に
取り組んでいます。事業の中身を評価した融資をせずに、
「連帯保証人がいるから低利で貸す」というような状況
になっています。結果的にこれが不幸な事例を生み出し
ている。事業内容を精査した上での融資が当たり前の世
界になってほしい。
西川：本来の金融あるべき姿ですよね、事業を客観的に
評価する。今は少しずつ銀行も変わってきました。担保

だけではなく営業の売り上げを担保にしたり、暖簾代を
担保にしたり、いろんな融資の仕方が出てきていますね。
國枝：信用保証協会も大分変わってきましたね。
西川：そうですね。金融の世界も変わろうとしています
ね。

＊＊＊＊リーダーシップ＊＊＊＊
西川：日本ＹＥＧのメンバーの方々は経営者、もしくは
後継者、幹部だと思います。その方々は二世とか三世の
方もいらっしゃると思いますが、後継者がいないから会
社を売却するとか、Ｍ＆Ａが行われている。それから息
子に継がせたい、しかし、息子に能力がないとか、継い
だけれども潰してしまったということも多いと思います。
経営者の資質の向上についての活動はされていますか？
國枝：僕も二代目ですが、二代目三代目というのは弱い
と言われます。修羅場をくぐっていないとか、先代を見
て動いているところがあります。たとえどんな小さな企
業でも自分で創業された方は無条件で尊敬してしまいま
す。何も無いところから立ち上げるというのは相当な試
練があり、大変なこともあるでしょう。そういう意味で
二代目三代目は弱いところもあると思いますね。
西川：だからこそリーダーシップというか、経営者とし
ての資質を磨くということもＹＥＧ活動のなかで重要な
ことですね。
國枝：そうですね。いろんなメンバーと経営についても
街づくりについても議論をいたるところでしています。
ＹＥＧ活動はいろいろなことを学ぶことが多いと思いま
す。
西川：お互いに切磋琢磨していますね。
國枝：リーダーシップという部分は、自分なりの考えが
あります。例えば日本ＹＥＧという組織でたまたま会
長という職を引き受けることになりました。よく「リー
ダーシップがありますね」と言われますが全然違います。
ＹＥＧで知り合った、自分とはまったく違う個性を持っ
た多くの仲間と、いろんな議論を通じて地域のために一
緒にやろういうことで今の執行部があり、委員会も委員
長が主体的に動かしています。会長という立場は最後に
何かあったときに責任をとる人であって、具体的に何か
を動かしているわけではなくて、動かしているのはそれ
ぞれの責任者達です。むしろ何かあったときの切り捨て
る尻尾の部分ですね。だからリーダーシップじゃなくて
「リーダー尻尾（しっぽ）」です。自分の最初の思いを全
員で共有して進んでいけば間違いないです。途中で方向
が違うと思えば議論し、調整して行く。ただ何かあった
ときの責任を取る、それは会社の経営者も同じだと思っ
ています。
西川：そういう意味でリーダーシップという言葉よりも
人を生かすということを学んでいますね。
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　今年の広報委員会では、日本ＹＥＧ広報委員会経験者のいないなかでスタートした
のが約１年前でした。全ての作業が手探りで迷いながらよれよれしながら、それでも一
歩一歩進みなんとかゴールが見えてきました。全国に「新しい風」が伝わったでしょうか？
私自身「我々は商工会議所の青年部である」という台詞を一年間聞いてきました。一年
間たってやっと自覚することができました。気が付くのがちょっと遅かったかもしれま
せんね、残り少ないＹＥＧ活動につなげていきたいと思います。最後になりますが、一
年間、ＨＰ・メールマガジン・石垣等ご愛読いただきありがとうございました。こころ

より感謝いたします。

編 集 後 記

＊＊＊＊海外について＊＊＊
西川：海外との連携をお聞かせください。
國枝：今年の鈴木相談役（平成１５年度日本ＹＥＧ会長）
がＣＡＣＣＩのアジア商工会議所連合会に出向していま
す。
　昨年の全国大会のときにフィリピンのアナ・マリー・
ペリケさんが来られて、ＹＥＧという組織に非常に興味
を持って、こういう組織をアジアでも起こしたいと若手
起業家委員会というのを作られました。彼女が委員長で
鈴木相談役が副委員長です。僕らとしてはアジアとの連
携が、日本の地域ベースで動いている我々にメリットが
あるか判断が出来ないので、調査してもらうという状態

です。「日本は何をしてくれるんだ」という考えがある
かもしれません。
西川：もともとアジアの組織や世界の組織とか交流あり
ましたか？
國枝：青年部では初めてです。海外との交流のメリット
デメリットもこれから勉強です。全国では海外と取引さ
れているメンバーもいますので、なにがしかのメリット
があるといいのですが。

＊＊＊＊夢＊＊＊＊
西川：國枝さんが考える日本の社会はこうなってほしい
ということがありますか？
國枝：そんなおこがましいことはありません。ただ、か
つての日本の地域は、住民と企業と行政が互いに持ちつ
持たれつの関係があり、いろんな意味で上手く動いてい
たと思います。そんな関係を取り戻したいです。安心し
て住民が暮らすことができる地域。共同体意識を持つす
ぐれた人材が育ちそこから新しい産業が芽吹く豊かな地
域がたくさん出来てくること、そういう基礎があって初
めて日本は豊かな国になると思います。
西川：ありがとうございました。
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